
第47期 株 主 通 信 
平成19年4月1日から平成20年3月31日 

［証券コード6155］ 

しています。 
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株主の皆様へ 
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第47期を振り返ってみていかがでし
たか。  

 

　第47期の日本経済は、原油高・原材料高が続き、ま

たサブプライムローン問題によるアメリカ経済の減速

感や金融市場の混乱が生じたことで、緩やかに続いてきた景

気回復基調が足踏み状態へ鈍化してきました。 

　しかし工作機械業界では、国内需要が依然として高い水

準にあるとともに、特に欧州・アジアによって前年同期比17.5％

増と2ケタの伸び率となった海外需要が業界全体を引っ張っ

てきた結果、単月受注額1,000億円超え連続記録も47ヶ月まで

伸ばすとともに、2007年度業界受注額では前年同期比8.1％

増加の1兆5,939億円と2年連続で過去最高を更新し、好調さ

を維持してきました。また、日本の切削型工作機械生産額は

2007年も世界生産額一位で、26年連続となりました。 

 
この1年間に会社が行ってきたことお
よび業績結果についてお聞かせ下さい。 

 

　工作機械事業では、受注を増加させるため、国内

外の展示会やプライベート・ショーに数多く出展して当

社製品の性能をアピールし、ユーザニーズに応えた製品および

システムを積極的に提案する営業を進めてきたとともに、環境

負荷を低減させた環境製品の提供を行ってきました。海外市

場に対しても、中国での拡販のため営業拠点を設置し、東南

アジア市場での営業強化や、欧州代理店網の拡大などの対
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策をとってきました。 

　生産能力拡大のために、第46期末に設備したマシニングセ

ンターをはじめとした設備機械の効率的運用によって可動率

を向上させてきたとともに、生産システムの改善、リードタイムの

短縮などによって生産台数の増加をはかってきました。 

　また、仕入における発注先や発注方法等の見直し、工数低

減活動などで原価低減をはかってコスト削減も実施し、利益

の確保に努めてきました。 

　研究開発では、省エネなどに優れた環境製品「XW-30」、ニー

ズが高まってきている複合加工機「XY-2000 PLUS」を開発

し、これまで以上にユーザニーズに応えることができる製品ライ

ンナップを構築してきました。そして、これまでの当社の研究開

発活動の成果としまして、この「XW-30」を含むUSLシリーズ

が平成19年度優秀省エネルギー機器表彰の受賞機器に選

ばれ、今年2月4日、東京で表彰を受けてきました（TOPIX参照）。

この賞は、エネルギーの効率的利用の推進に貢献していると

認められる団体を表彰し、省エネルギー機器の開発を促進す

る目的で、昭和55年より毎年行われているものであります。 

　IT関連製造装置事業では、事業拡大を進めていくために、

クリーンルームを増設

させて生産能力を大

きく拡大させるとともに、

新規取引先の開拓

にも積極的な営業活

動を行って売上高の

確保に努めてきまし

たが、半導体業界の低迷が響き、大きな成果を上げることが

できませんでした。 

　自動車部品加工事業では、加工ラインの増設を行った新規

受注部品の安定生産と、高品質な製品の安定供給の継続で

生産高を確保してきました。また、営業活動を積極的に進め、

新たな受注の確保に努めてきました。 

　第47期の業績は、上記の活動によって、工作機械受注高

は126億77百万円（前年同期比47.9％増）と大きく増加させる

ことができ、売上高も162億20百万円（同6.2％増）の増収とな

りました。収益につきましても、営業利益が21億9百万円（同

3.8％増）、経常利益が21億93百万円（同7.1％増）、当期純利

益が12億92百万円（同15.7％増）の増益となりました。この結

果、5期連続の増収増益を達成し、第46期に記録した売上高

および利益額の最高記録を再更新しました。 

2

インドの展示会で当社製品に集まる人々 

「XW-30」 「XY-2000 PLUS」 
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株主の皆様へ 

Q

A

第48期の業績見込みについてお聞か
せ下さい。 

 
　日本経済の先行きは、原油・鋼材などの原材料高

や円高の進行が続く中、アメリカ経済の減速や為替、

株価の変動などの懸念材料によって見通しが不透明ですが、

工作機械業界では、欧州・アジアの需要や国内自動車向けの拡

大を見込み、高水準の状況は継続するものと見通されています。

（社）日本工作機械工業会では、2008年暦年の業界受注総額

も1兆5,000億円台に到達すると見ております。 

　当社でも、工作機械業界は堅調に推移すると見込み、第48期

業績は、売上高を172億47百万円（前年同期比6.3％増）と増収

見込みですが、収益は営業利益を21億6百万円（同0.1％減）、

経常利益を22億5百万円（同0.6％増）、当期純利益を13億29百

万円（同2.8％増）と、設備投資による減価償却費の増加などの

固定費増加の影響等により、第47期と同水準を見込んでおります。 

　この業績達成のために当社では、第48期も当社の主要ディー

ラが集まる全国ディーラ会議を開催し、市場ニーズのリサーチ

を行うとともに、新製品の紹介や会社戦略を伝えることで相互

の絆を強めて販売力の強化をはかります。 

　また今年度、当社は創業60周年を迎えますので、記念イベ

ントとして本社工場

でのプライベート・ショー

を実施し、多くのユー

ザやディーラに来て

いただいて工場、製

品を見ていただくこと 

で受注喚起につなげ

ていきます。 

　そのほか、国内では設備投資の拡大を見込んでいる自動
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■第48期の連結業績見込み（単位：百万円） 
 

第46期 第47期 第48期 

●売上高 
16,220

17,247

15,278

第46期 第47期 第48期 

●経常利益 
2,193 2,205

2,048

第46期 第47期 第48期 

●当期純利益 

1,292 1,329

1,116

3

平成20年度全国ディーラ会議風景 
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車関連業界に対して積極的なアプローチを行い、海外ではグ

ローバルに市場拡大をはかることで海外比率35％（同7ポイン

ト増）の達成に努めます。 

　また、設備投資の継続による生産能力の拡大、内製化率

の向上、能力のある人材確保および社員教育の積極的実施

などを推進していきます。 

　IT関連製造装置事業では、好調な液晶関連業界に対して、

営業力および設計力の強化によって受注の獲得に努めるとと

もに、コスト削減をはかって利益を確保していきます。また、事

業規模の拡大のためにも先を見据えた営業戦略を検討して

いきます。 

　自動車部品加工事業では、営業活動を積極的に行って新

規の受注と既存加工品の生産依頼量の増加をはかり、不良

品の撲滅等による品質の向上をはかっていくことで利益の確

保に努めます。 

 

海外比率を高めていくとの話ですが、
その戦略について教えて下さい。 

 

　工作機械業界全体の外需比率は、現在では50%

を超え、牽引役となっています。 

　その状況を鑑みても、当社が企業成長を続けていくために

は、海外比率を増加させていくことも重要と考え、40％をひと

つの目標としています。そこで当社は海外市場拡大のために、

タイ子会社におけるサービス力の強化をはかることで近隣諸

国を含めて営業を展開していくこと、よりグローバルな対応を

可能とするために営業所や現地法人など世界拠点を充実さ

せていくことなどを推進していきます。中国では、現地関連会

社との連携を強化し、アメリカでは現地子会社に支店をつくり、

インドにおいては市場参入をはかっていきます。 

 

今年で創業60周年を迎え、株主の皆
様に一言お願いします。 

 

　創業からはや60年を迎え、これまで企業成長を続

けてこられたことも、ひとえにお客様や株主の皆様に

長くご愛顧いただいてきた賜物と思い、感謝しております。 

　当社が創業60周年を迎えたことで使用しておりますロゴマー

クは、世界を包括する丸い波紋が未来へと広がり続ける様を

表しており、当社のコーポレートカラーであるオレンジにシルバー

を組み合わせ、未知数の変革と革新をマークに込めました。 

　当社にとって60年はまだまだ道半ばであり、これからも飛躍

していくように、そして皆様に愛される企業として多くの人が

当社に入社を希望するような企業であるように、企業価値向

上に向けて邁進を続けていく所存でありますので、今後もご

理解・ご協力をいただけますようよろしくお願い申しあげます。 

4

景 
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TOPIX

日本機械工業連合会会長賞を受賞しました。 

ショーウィンドウのリニューアル 

　平成19年度優秀省エネルギー機器表彰（社団法人日本機械工業

連合会主催）におきまして当社のUSLシリーズ「USL-300」「USL-480」

「XW-30」が「日本機械工業連合会会長賞」を受賞しました。これは

工作機械業界（旋盤）では初のことであります。 

　当社の開発テーマの一つであります「環境への優しさ」に重点を

置いた｢省エネ」、｢省スペース」を実現したことが評価されました。今

後も「環境への負荷低減」をテーマとした製品開発を行い、稼ぐ機械

を提供していきます。 

　地元の小松空港に展示している当社のショーウィンドウを

リニューアルしました。当社の認知度アップをはかるため、各

事業の工場内風景、作業風景を映しだす「会社紹介」と工作

機械をもっと身近に感じてもらうために「工作機械は私達の

生活を支えている」ことを表現したアニメーションを大型モニター

にて映像で紹介しております。 

　小松空港にお寄りの際はぜひ、足を止めてご覧下さい。 
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MEX金沢2008

マシニングセンター・大型旋盤を本格的に販売します。 

　平成20年5月22日～24日の3日間、地元金沢市で第46回目のMEX

金沢2008が開催されました。 

　今回当社は、新製品のCNC旋盤「XC-150」を発表しました。この

製品は8インチチャック仕様で業界最小を実現し、フロアスペースのコ

ンパクト化で工場の生産力アップに貢献します。また、各部品の軽量

化による使用材料の削減、さらに消費電力量の削減も実現し、環境に

優しい高性能マシンであります。 

　来客の皆様には、当社が展示しました大小さまざまな7機種の製品

に興味を持っていただきました。3日間の展示会にのべ6万8千人が訪

れていただきまして当社のブースもこれまで以上に賑わいを見せてい

ました。 

　一部のお客様からのニーズにより、友嘉グループ（台湾）のマ

シニングセンターを輸入販売したところ、大変好評を得ることが

できました。 

　そこで今年度より立型マシニングセンターと10インチ以上の大

型CNC旋盤を本格的に販売することにしました。 

　販売メリットとして、当社が取扱っていないマシニングセンター

や大型旋盤を取扱うことで今、活況を呈している建機、造船、航

空機分野などへの進出が可能となります。 

　これまで以上に幅広いお客様に製品を提供することにより販

路拡大を目指します。 
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業績の推移 

連結業績ハイライト 

科　目 第43期 
（平成15年度） 

第44期 
（平成16年度） 

第45期 
（平成17年度） 

第46期 
（平成18年度） 

第47期 
（平成19年度） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（円） 

（円） 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

純資産額 

総資産額 

1株当たり当期純利益 

1株当たり純資産額 

10,667

623

612

293

4,813

10,912

34.26

610.44

12,614

1,081

1,084

579

5,316

12,152

58.76

561.47

14,214

1,300

1,322

741

6,108

13,029

74.16

626.75

15,278

2,031

2,048

1,116

8,230

15,416

104.36

759.22

16,220

2,109

2,193

1,292

9,349

16,184

119.04

858.91

第47期 

第45期 

20,00016,00012,0008,0004,0000

（単位：百万円） 

12,614

10,667

15,278

14,214

●売上高 

16,220 第47期 

第45期 

1,5001,2009006003000

（単位：百万円） 

579

293

1,116

741

●当期純利益 

1,292

第47期 

第45期 

2,5002,0001,5001,0005000

（単位：百万円） 

1,084

612

2,048

●経常利益 

2,193 第47期 

第45期 

第46期 第46期 

第46期 第46期 

第44期 第44期 

第44期 第44期 

第43期 第43期 

第43期 第43期 

150.0120.090.060.030.00

（単位：円） 

58.76

34.26

104.36

1,322 74.16

●1株当たり当期純利益 

119.04
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科　目 第43期 
（平成15年度） 

第44期 
（平成16年度） 

第45期 
（平成17年度） 

第46期 
（平成18年度） 

第47期 
（平成19年度） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（円） 

（円） 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

純資産額 

総資産額 

1株当たり当期純利益 

1株当たり純資産額 

10,626

618

608

286

4,783

10,880

33.42

606.63

12,583

1,084

1,088

582

5,290

12,109

59.14

558.66

14,191

1,307

1,330

757

6,098

13,012

75.90

625.73

15,134

1,932

1,941

1,046

8,148

15,274

97.78

751.69

16,101

2,114

2,163

1,256

9,230

16,017

115.76

847.90

第47期 

第45期 

20,00016,00012,0008,0004,0000

（単位：百万円） 

12,583

10,626

15,134

●売上高 

16,101 第47期 

第45期 

1,5001,2009006003000

（単位：百万円） 

582

286

1,046

●当期純利益 

1,256

第47期 

第45期 

2,5002,0001,5001,0005000

（単位：百万円） 

1,088

608

1,941

●経常利益 

2,163 第47期 

第45期 

第46期 第46期 

第46期 第46期 

第44期 第44期 

第44期 第44期 

第43期 第43期 

第43期 第43期 

150.0120.090.060.030.00

（単位：円） 

59.14

33.42

97.78

14,191 757

1,330 75.90

●1株当たり当期純利益 

115.76

単独業績ハイライト 
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連結財務諸表 

連結貸借対照表 

科　目 当連結会計年度 
（平成20年3月31日現在） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（資産の部） （負債の部） 

流動負債 

　支払手形及び買掛金 

　短期借入金 

　未払法人税等 

　未払消費税等 

　賞与引当金 

　役員賞与引当金 

　製品保証引当金 

　その他 

固定負債 

  長期借入金 

  繰延税金負債 

  退職給付引当金 

  役員退職慰労引当金 

  その他 

負債合計 

6,125

4,610

487

492

45

165

36

18

270

709

48

0

460

189

11

6,835

（純資産の部） 

株主資本 

　資本金 

　資本剰余金 

　利益剰余金 

　自己株式 

評価・換算差額等 

　その他有価証券評価差額金 

　為替換算調整勘定 

新株予約権 

少数株主持分 

純資産合計 

負債純資産合計 

9,251

1,835

1,834

5,637

△ 55

79

67

11

18

0

9,349

16,184

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

流動資産 

　現金及び預金 

　受取手形及び売掛金 

　たな卸資産 

　繰延税金資産 

　その他 

　貸倒引当金 

固定資産 

　有形固定資産 

　建物及び構築物 

　機械装置及び運搬具 

　工具器具及び備品 

　土地 

　建設仮勘定 

　無形固定資産 

　電話加入権 

　その他 

　投資その他の資産 

　投資有価証券 

　長期貸付金 

　従業員長期貸付金 

　保険積立金 

　その他 

　貸倒引当金 

資産合計 

11,388

3,494

5,821

1,782

239

68

△ 17 

4,796

4,064 

1,315

868

168

1,522

190

2

2

0

728

422

4

3

110

201

△ 12 

16,184

前連結会計年度 
（平成19年3月31日現在） 

科　目 当連結会計年度 
（平成20年3月31日現在） 

前連結会計年度 
（平成19年3月31日現在） 

6,277

4,238

549

605

78

175

33

27

570

907

305

0

432

158

10

7,185

8,112

1,835

1,821

4,507

△ 51

117

108

9

－

0

8,230

15,416

10,601

2,586

6,087

1,667

214

50

△ 6

4,815

4,067

1,331

1,020

186

1,522

6

2

2

－

745

447

14

7

97

201

△ 22

15,416

02260N_cid.qxd  08.6.9 15:39  ページ 9
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科　目 科　目 

連結損益計算書 
（単位：百万円） 

売上高 

　売上原価 

売上総利益 

　販売費及び一般管理費 

営業利益 

　営業外収益 

　営業外費用 

経常利益 

　特別利益 

　特別損失 

税金等調整前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

少数株主利益 

当期純利益 

16,220

11,760

4,459

2,350

2,109

102

18

2,193

13

2

2,204

919

△ 7

△ 0

1,292

15,278

11,083

4,195

2,163

2,031

54

37

2,048

17

18

2,048

895

36

0

1,116

連結株主資本等変動計算書 

株主資本 評価・換算差額等 

（単位：百万円） 

平成19年3月31日残高 

連結会計年度中の変動額 

　剰余金の配当 

　当期純利益 

　自己株式の取得 

　自己株式の処分 

　株主資本以外の項目の連結 
　会計年度中の変動額(純額） 

連結会計年度中の変動額合計  

平成20年3月31日残高 

1,835

－

1,835

1,821

12

12

1,834

4,507

△ 162

1,292

1,129

5,637

△ 51

△ 18

14

△ 4

△ 55

8,112

△ 162

1,292

△ 18

27

1,138

9,251

108

△ 40

△ 40

67

9

2

2

11

117

△ 38

△ 38

79

－

18

18

18

0

△ 0

△ 0

0

8,230

△ 162

1,292

△ 18

27

△ 19 

1,119

9,349

連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増加額 

現金及び現金同等物の期首残高 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

2,061

△ 1,276

△ 473

△ 3

308

851

－

1,159

1,476

△ 1,491

508

5

499

319

32

851

当連結会計年度（自　平成19年4月1日　至　平成20年3月31日） 

資本金 
資本 
剰余金 

利益 
剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主 
持分 

新株 
予約権 

純資産 
合計 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

自　平成19年4月 1 日 
至　平成20年3月31日 （ ） 自　平成18年4月 1 日 

至　平成19年3月31日 （ ） 
当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 

自　平成19年4月 1 日 
至　平成20年3月31日 （ ） 自　平成18年4月 1 日 

至　平成19年3月31日 （ ） 

02260N_cid.qxd  08.6.9 15:39  ページ 10
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単独財務諸表 

貸借対照表 

科　目 第47期 
（平成20年3月31日現在） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（資産の部） （負債の部） 

流動負債 

　支払手形 

　買掛金 

　短期借入金 

　１年以内返済予定の長期借入金 

　未払金 

　未払費用 

　未払法人税等 

　未払消費税等 

　賞与引当金 

　役員賞与引当金 

　製品保証引当金 

　設備関係支払手形 

　その他 

固定負債 

　長期借入金 

　退職給付引当金 

　役員退職慰労引当金 

　関係会社事業損失引当金 

　長期預り金 

負債合計 

6,078

3,387

1,184

230

257

141

84

491

45

165

36

18

11

25

709

48

460

189

11

0

6,787

（純資産の部） 

株主資本 

　資本金 

　資本剰余金 

　　資本準備金 

　　その他資本剰余金 

　利益剰余金 

　　利益準備金 

　　その他利益剰余金 

　自己株式 

評価・換算差額等 

　その他有価証券評価差額金 

新株予約権 

純資産合計 

負債純資産合計 

9,143

1,835

1,834

1,776

57

5,529

95

5,434

△ 55

67

67

18

9,230

16,017

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

流動資産 

　現金及び預金 

　受取手形 

　売掛金 

　製品 

　原材料 

　仕掛品 

　貯蔵品 

　前渡金 

　前払費用 

　関係会社短期貸付金 

　繰延税金資産 

　その他 

　貸倒引当金 

固定資産 

　有形固定資産 

　建物 

　構築物 

　機械及び装置 

　車両及び運搬具 

　工具器具及び備品 

　土地 

　建設仮勘定 

　無形固定資産 

　電話加入権 

　投資その他の資産 

　投資有価証券 

　関係会社株式 

　出資金 

　長期貸付金 

　従業員長期貸付金 

　破産更生債権等 

　保険積立金 

　繰延税金資産 

　その他 

　貸倒引当金 

　関係会社投資評価引当金 

資産合計 

11,276
3,428
1,930
3,884

249
607
864

26
17
13

5
230

35
△ 17
4,741
4,042 
1,281

30
848

7
162

1,522
190 

2
2

696
323

77
5
4
3

18
110

39
126
△ 12
－ 

16,017

第46期 
（平成19年3月31日現在） 

科　目 第47期 
（平成20年3月31日現在） 

第46期 
（平成19年3月31日現在） 

6,224

3,081

1,150

230

319

436

76

565

78

175

33

27

19

29

901

305

432

158

4

0

7,125

8,040

1,835

1,821

1,776

44

4,435

95

4,340

△ 51

108

108

－
8,148

15,274

10,480
2,502
2,232
3,855

233
596
787

23
9

12
3

206
23
△ 6

4,794
4,036
1,292

33
989

11
180

1,522
6
2
2

755
388

99
5

14
7

36
97
29

122
△ 22
△ 22

15,274
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科　目 

損益計算書 
（単位：百万円） 

売上高 

　売上原価 

売上総利益 

　販売費及び一般管理費 

営業利益 

　営業外収益 

　営業外費用 

経常利益 

　特別利益 

　特別損失 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

当期純利益 

16,101

11,725

4,375

2,260

2,114

64

16

2,163

8

9

2,162

912

△ 6

1,256

15,134

11,071

4,063

2,131

1,932

47

38

1,941

22

29

1,934

850

37

1,046

株主資本等変動計算書 

株主資本 評価・換算差額等 

（単位：百万円） 

平成19年3月31日残高 

事業年度中の変動額 

　剰余金の配当 

　当期純利益 

　自己株式の取得 

　自己株式の処分 

　株主資本以外の項目の 
　事業年度中の変動額（純額） 

事業年度中の変動額合計 

平成20年3月31日残高 

1,835

－

1,835

1,776

－

1,776

44

12

12

57

95

－

95

4,340

△ 162

1,256

1,094

5,434

△ 51

△ 18

14

△ 4

△ 55

8,040

△ 162

1,256

△ 18

27

1,102

9,143

108

△ 40

△ 40

67

108

△ 40

△ 40

67

－

18

18

18

8,148

△ 162

1,256

△ 18

27

△ 21 

1,081

9,230

当事業年度（自　平成19年4月1日　至　平成20年3月31日） 

資本金 資本 
準備金 

その他資本 
剰余金 

資本剰余金 
利益 
準備金 

利益剰余金 
その他利益 
剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

新株 
予約権 

純資産 
合計 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

自　平成19年4月 1 日 
至　平成20年3月31日 （ ） 自　平成18年4月 1 日 

至　平成19年3月31日 （ ） 
第47期 第46期 

評価・換算 
差額等合計 

単体売上高構成比（事業別） 

自動車部品加工事業 
821（5.1％） 

IT関連製造装置事業 
568（3.5％） 

（単位：百万円） 

工作機械事業 
14,710（91.4％） 
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株式の状況（平成20年3月31日現在） 会

株価インフォメーション 1株当たり配当額 

所有者別分布状況 

個人その他 96.61％ 

証券会社 0.40％ 
金融機関 0.42％ 

外国法人等 0.15％ 
自己名義株式 0.03％ 

その他の法人 2.39％ 

株式の状況 大株主 
①発行 可能株式総数 ………30,000,000株 （平成20年6月26日現在） 
②発行済株式総数 ………… 11,020,000株 
③1単元の株式数 ……………………100株 
④株主数 …………………………3,268名 1,117

480

433

420

408

408

404

360

332

300

10.14

4.36

3.93

3.81

3.70

3.70

3.67

3.27

3.02

2.72

松 喜 与 志  

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社  

北国総合リース株式会社  

高松機械工業社員持株会  

株 式 会 社 北 國 銀 行  

三井住友海上火災保険株式会社 

高松機械工業取引先持株会 

明治安田生命保険相互会社 

松 明 毅  

株式会社朝日電機製作所  

株 主 名  
当社への出資状況 

所有株式数 （千株） 持株比率 （％ ） 

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400

株
価
の
推
移（
円
） 

株価 

出来高 

出
来
高
の
推
移（
千
株
・
月
間
合
計
） 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

平成19年 平成18年 平成20年 
4月 8月 4月 8月 12月 4月 12月 

（注）株価および出来高は、平成18年4月20日まではジャスダック証券取引所におけるものであり、 
        平成18年4月21日以降は東京証券取引所におけるものであります。 

第47期 第46期 

中間 期末 

第48期 
予想 

第44期 第45期 

17.5

21.0

14.0

10.5

7.0

3.5

17.00

（単位：円） 

12.00

15.00

8.00

18.00

7.50

7.00

10.00

7.00

10.00

8.00
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本　社 
支　店 
営業所 
駐在所 

本社・北信越 

大阪 
名古屋 

沼津 

刈谷 

関東 
厚木 

信越 

東北 

浜松 

本社 

ドイツ 

タイ（現地法人） 
石川（合弁会社） 杭州（合弁会社） 

シカゴ（USA現地法人） 

中国 

当社はISO（国際標準化機構 ） 
9001・ 14001を、 両シ ス テム規 格と 
も国内 でト ップ シェ アを 誇る 審査機 
関で ある JQA（ （ 財 ） 日本品質保証機 
構） の認証で取 得し てい ます 。 

ISO9001

JQA-1989

ISO14001

JQA-EM1138

本社工場（工作機械事業） 

第2工場（コレットチャック生産） 第3工場（自動車部品加工） 

開発センター（IT関連製造装置） 

会社の概要（平成20年3月31日現在） 

ネットワークとサービス体制 

会社概要 

役  員（平成20年6月26日現在） 
代表取締役社長 
常 務 取 締 役  
常 務 取 締 役  
常 務 取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取　締　役（社外） 
常勤監査役（社外） 
常 勤 監 査 役  
監　査　役（社外） 

 
（生産本部担当） 
（営業本部担当） 
（管理本部担当） 
（営業本部副本部長兼国内営業部長） 
（品質保証部長） 
（生産本部副本部長兼製造部長） 
（国内営業部業務部長） 
（生産本部生産管理部長） 
 
 
 

b　松　喜与志 
前　田　充　夫 
中　西　与　平 
溝　口　　　清 
川　上　友　安 
水　上　喜　義 
宮　川　　　隆 
徳　野　　　穣 
中　川　　　進 
中　西　祐　一 
砂　a　友　和 
池　上　佳　信 
鍛　治　敏　弘 

商 号  
設 立  
資 本 金  
本 社  
従 業 員 数  
子会社および関連会社 

ホー ムペ ージ アド レス 

高松機械工業株式会社 
昭和36年7月 
18億3,539万円 
石川県白山市旭丘1丁目8番地 
349名 
TAKAMATSU MACHINERY U.S.A., INC.
TAKAMATSU MACHINERY（THAILAND） CO., LTD.
株式会社タカマツエマグ 
杭州友嘉高松機械有限公司 
http://www.takamaz.co.jp

（注）監査役鍛治敏弘の就任日は、平成20年7月10日を予定しております。 
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このパンフレットは再生紙を使用しています。 

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

株主確定基準日

株主名簿管理人

同 事務取扱場所

同 取 次 所

公 告 の 方 法

上場証券取引所

お問い合わせ先

4月1日から翌年3月31日まで

6月中

（1）定時株主総会 3月31日

（2）期末配当金 3月31日

（3）中間配当金 9月30日

（4）その他必要ある時 あらかじめ公告して定めた日

大阪市中央区北浜四丁目5番33号

住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号

住友信託銀行株式会社証券代行部

〒183-8701  東京都府中市日鋼町1番10

住友信託銀行株式会社証券代行部

70120-175-417（住所変更等用紙のご請求）

自動音声認識装置による24時間対応

70120-176-417（その他のご照会）

住友信託銀行株式会社全国各支店

当社ホームページに掲載

http://www.takamaz.co.jp

東京証券取引所市場第二部

管理本部企画経理部

TEL 076-274-1411〈直通〉

FAX 076-274-1418

株主メモ

( )郵便物送付先
電 話 照 会 先

http://www.takamaz.co.jp
ホームページについて

より多くの皆様に当社を

ご理解いただくために、

会社概要をはじめ、決算

情報等をホームページに

掲載しております。
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